
令和８年度福岡県青少年科学館指導者支援事業実施要項 
 

１ 趣旨 

  青少年教育指導を担当する社会教育関係職員、教員等の学校教育関係者及び科学教育の普及・振興に寄与す

る者に対し、福岡県青少年科学館が有するサイエンスショーや科学工作、星座のさがし方、星の観測方法等の

ノウハウを提供し、科学教育の普及・振興に寄与する指導者等の育成を図る。 

 

２ 申込者・定員・実施回数 

（１）申込者 

   青少年教育指導者（子ども会、青少年団体指導者等）、社会教育関係職員(公民館、図書館職員等)及び 

  学校教育関係者（教員等）等の青少年や市民に対する指導的立場にある者、科学教育の普及・振興に寄与す

る者の代表者 

（２）定員 

   １回につき、原則として対象となる者が３０人まで（内容により適切な人数は変動します。） 

 

３ 内容 

  以下のａ～ｄの中から１つ又は複数を選んでください。それぞれ１時間程度の時間が必要です。 

  ａ 科学工作の指導法         （ビー玉万華鏡、すっとびロケット、くるくる偏光板万華鏡 等） 

  ｂ サイエンスショーの実演と演習   （空気の実験、マジックの実験、液体窒素の実験 等） 

   ｃ 星空観察の指導法                  （観察会の指導法とその留意点、太陽の黒点の観察、 

季節の星座の見つけ方 等） 

  ｄ 天体観測機器の操作実習      （望遠鏡の操作方法 等） 

 

４ 会場 

  原則、福岡県青少年科学館で実施します。 

状況によっては、申込者が用意する会場で行う場合もありますので、あらかじめご相談ください。 

 

５ 実施日及び実施時間 

（１）申込者と協議の上、実施日を決定します。実施日は、６月～２月までの間の平日のみです。ただし、科学

館の休館日、イベント開催期間等で実施できない場合もあります。まずは、ご相談ください。 

（２）実施時間は、原則、１０時から１５時までの間です。 

 

６ 申込手順 

（１）電話で希望の日時と内容についてご相談ください。 

（工作の準備などがありますので、原則、２ヶ月前までに申し込みをしてください。） 

（２）実施日と内容が決まり次第、別紙申込書（様式１）でお申し込みください。 

（３）結果については、文書でお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 



７ 経費その他 

(１)参加費（資料代・材料代・保険料等）として、一人当たり１００円を徴収いたします。

①科学工作の指導法については、一人当たり１個分は上記金額に含まれますが、２個以上作成される場

合は１個当たり１００円が追加されます。

②サイエンスショーの実演と演習については、器具、道具の製作や購入が必要となる場合、及び大量の

薬品が必要となる場合には、経費を負担していただくことがあります。 （例）液体窒素

③天体観測機器の使用方法

原則として無料。ただし、館外への望遠鏡の貸し出しはできません。

（２）科学館で実施する場合には当日の科学館の入館料は免除されます。

８ 問い合わせ先 

福岡県青少年科学館科学教育グループ 指導者支援事業担当  

ＴＥＬ ０９４２－３７－５５６６ 

ＦＡＸ ０９４２－３７－３７７０ 

E-mail  mail@science.pref.fukuoka.jp 

mailto:mail@science.pref.fukuoka.jp


（様式１） 

令和８年度福岡県青少年科学館指導者支援事業申込書 

令和   年   月   日 

 

福岡県青少年科学館長  殿 

 

団体（所属）名 

 

代表者職・氏名                  

 

福岡県青少年科学館指導者支援事業を次のとおり申し込みます。 

 

団体（所属）名  

担当者職・氏名  

連絡先 

所在地 
〒 

 

ＴＥＬ 

ＦＡＸ 

E-mail 

（       ）     －              

（       ）     － 

（                         ） 

研修会の名称  

開催希望日 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 

開催希望会場 
福岡県青少年科学館  その他 名 称（                ） 

               所在地（                ） 

内容 

（希望を○で囲む。） 
科学工作    サイエンスショー    星空観察    天体観測機器 

人数 

人   （１人当たり       個） 

 

※「科学工作」の場合は１人当たり製作する個数を記入してください。 

対象者 

※地域指導員、学童保育所指導員など対象者の職種を記入してください。 

備考 

 

※研修会の１コマとして実施する場合、その研修会名を記入してください。 

※実施内容の希望等があれば記入してください。 



 

指導者支援事業 申込時 チェックリスト 

 令和  年  月  日 

 

内容 チェック 

①申込者は、青少年教育指導者（子ども会、青少年団体指導者等）、社会教育関

係職員(公民館、図書館職員等)及び学校教育関係者（教員等）等の青少年や市

民に対する指導的立場にある者、科学教育の普及・振興に寄与する者であるか。 

 

②定員は３０人以内か。（内容によっては変動可能、その場合は要相談）  

③内容は、科学工作の指導法、サイエンスショーの実演と演習、星空観察の指導

法、天体観測機器の操作実習のいずれかに該当しているか。 

 

④会場は、福岡県青少年科学館でよいか。（状況によっては、申込者が用意する

会場で行う場合もあるが、その場合は要相談） 

 

⑤実施日は、平日であるか。（土・日やイベント開催時は実施不可。）  

⑥資料代・材料代・保険料として、一人あたり１００円の参加費がかかるがよい

か。（科学工作２つの場合は、２００円） 

 

⑦サイエンスショーの実演と演習で液体窒素を使う場合は、費用がかかるがよい

か。（R7.5 月現在 液体窒素５L 3,850 円） 

 

⑧科学館で実施の場合は、入館料はかからない。  

⑨別紙の申込書で申し込み後、科学館より１～２週間後に結果を文書で通知する

がよいか。 

 

 

 


